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コオロギのそだてかた
いれもの

◎ コオロギは暗い場所にいますので，日かげにいれものをおきます。
くら ば しよ ひ

◎ いれものは，プラスチックのものを用意します。
よう い

※小さないれものにたくさん入れるとけんかしてヒゲなどがちぎれてしまいますので，５～６ひきくらい入れます。

◎ コオロギに 卵 をうませるために土を
たまご つち

深さ５～６センチほど入れます。
ふか い

※土は，川すながよいですが，ホームセンターでうっている

スズムシの土でもいいです。

◎ 土を入れたら，かくれやすい場所を
つち い ば しよ

つくります。
※うえきばちの破片（こわれたもの），うすいいた，すきまの

多い石など

◎ いれものが乾くとコオロギが死ぬの
かわ し

で，７日に１度は霧ふきで土を湿らせ
か ど きり つち しめ

ます。

えさ
ナス，サツマイモ，カボチャ，ニンジン，リンゴなど長持ちのする

なが も

（くさりにくい）やさい，くだものをあげます。やさいだ

けでは共食いをするので，けずりぶし，にぼし，スズムシ
とも ぐ

のえさ（ホームセンターで売っています）をあげます。
う

たまごの産ませかた
う

◎ コオロギが全部死んだら，いれも
ぜん ぶ し

のの中のかくれる場所や，死体，食
なか ば しよ し たい た

べのこりなどを全部とり除きます。
ぜん ぶ のぞ

◎ いれものとふたの 間 にビニールを
あいだ

はさみます。
※たまごがかわいてしまうことをふせぎます。

◎ いれものはそのまま風通しの良い
かぜ とお よ

ところに保存します。
ほ ぞん

※あたたかい家の中にはおきません。また，冬は何もす

ることはありません。

よう虫 （赤ちゃん）のそだてかた
ちゆう あ か

◎ よう 虫 は６月ごろ土の中から出てきます。そのため５月になったら，
ちゆう がつ つち なか で がつ

いれもののビニールをはずし，ときどき土をしめらせます。
つち

◎ よう 虫 のえさは成 虫 （おとな）と同じです。
ちゆう せい ちゆう おな

えさはかならずあげてね！


